
びまん性過誤腫性肺脈管筋腫症（Pulmonary lymphangio-

leiomyomatosis）に対する一肺葉生体肺移植

―福岡大学における二例目の生体肺移植手術―
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１）福岡大学医学部呼吸器・乳腺内分泌・小児外科
２）福岡大学医学部消化器外科
３）大分大学医学部第二外科
４）国立病院機構福岡東医療センター
５）福岡大学病院呼吸器科
６）福岡大学病院循環器科
７）福岡大学病院麻酔科・SICU
８）福岡大学病院精神神経科
９）福岡大学病院手術室看護部
１０）福岡大学医学部心臓血管外科
１１）福岡大学医学部リハビリテーション部
１２）福岡大学病院病理部
１３）福岡大学病院看護部臓器移植コーディネーター
１４）福岡大学病院臓器移植医療室

　要旨：びまん性過誤腫性肺脈管筋腫症の３０歳女性患者に対し，右下葉を移植肺とする一肺葉移植を実施

した．患者は２年間にわたって脳死肺移植待機患者リストに登録されていたが，呼吸不全症状の進行に伴

い脳死肺提供を待ちきれる見込みが乏しいと判断され生体肺移植が実施された．生体肺移植の標準的な術

式である両側下葉移植と異なる「一肺葉移植」であり実験的な要素を含む移植であったが，術後の経過は

極めて順調で患者は手術のおよそ１か月後に自宅退院を果たした．術前は２４時間の在宅酸素療法必要とし

ていたが，術後にこれは必要なくなり身体の活動も著しく向上した（HJ�Ⅳ° →Ⅱ° ）．患者は現在家庭内

においてリハビリテーションを行い社会復帰を目指している．
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